
日本ソーシャルワーク教育学校連盟 北海道ブロック 

2024 年度 北海道社会福祉教育セミナー開催要項 

 

ソーシャルワーク実習の実施状況と今後の課題 

～実習指導者からみた養成校の取り組みと実習実施状況を基に～ 

 

新カリキュラムが始まってから今年度で４年が経過します。新カリキュラムが始まっ

てから、北海道ブロックでは特にソーシャルワーク実習に焦点をあて、統一の評価表作

成、基本実習プログラム作成の研修実施、さらに２か所の実習調整に関する養成校の責

任明確化など、道内の実習教育の質保障・向上を意図した取り組みを進めてきました。 

実習施設・機関の皆様、そして実習指導者の皆様のご尽力もあり、2023 年度・2024 年

度にはそれぞれ多くの実習生の社会福祉士のソーシャルワーク実習を実施することが

できました。また今年度には精神保健福祉士のソーシャルワーク実習も実施できまし

た。今年度の３月には新カリキュラムによって養成された社会福祉士・精神保健福祉士

が各養成校を卒業していくこととなります。講義－演習－実習の循環、そして２か所実

習としてのソーシャルワーク実習の展開など、新カリキュラムで盛り込まれたさまざま

な教育成果がどのように専門職養成につながってくるのか、養成校としての取り組みが

問われることとなります。  

果たして、ソーシャルワーク実習が実施されてきたこの２年間を振り返ると、実習施

設・機関の実習指導者の皆様からは、養成校による実習依頼、実習調整、そして実習生

の事前教育、実習中教育（巡回指導・帰校日指導）、実習後教育はどのように見えている

のでしょうか。新カリキュラムの完成年度を迎える本セミナーでは、北海道ブロックに

おける養成校の取り組みを振り返ることを目的として、実習施設・機関の指導者の皆様

から見たソーシャルワーク実習と養成校での取り組みについてご報告いただきます。  

実践力ある社会福祉士・精神保健福祉士の養成に向けて、養成校、実践現場の垣根を

超えて議論する場にしたいと考えておりますので、養成校及び実習施設・機関（予定を

含む）など関係者の皆様の多くのご参加をお待ちしています。  

 

日 時：2024 年 12 月 15 日（日）13：00～17：00 

形 態：Zoom による web 開催 

参加費：無 料 

対 象：社会福祉士及び精神保健福祉士実習指導者（予定者含む）、 

社会福祉士及び精神保健福祉士養成校教員、 

社会福祉士、精神保健福祉士、学生、その他関心のある者 

資 料：参加者へデータ配布（配布方法は後日連絡※） 

※開催日時が 15 日（日）のため、資料は職場等で印刷いただけるように配信する 

予定ですが、ご案内が遅くなったため申込日時をギリギリまで設定しています。

そのため、資料は 12 月 11 日（水）以降その時点でお申込みいただいている方に

配信しますので、早めの資料配信をご希望いただく場合にはお早めにお申し込み

ください。  



【タイムスケジュール】       司 会：事務局 丸山正三（日本医療大学） 

13 時 00 分 開会挨拶  ソ教連北海道ブロック 会長 畑 亮輔（北星学園大学） 

13 時 05 分 説明 

北海道ブロックにおけるＳＷ実習の質保障・向上をねらいとした取り組み内容 

ソ教連北海道ブロック  会長 畑  亮輔（北星学園大学） 

ソ教連北海道ブロック 副会長 松浦 智和（日本医療大学） 

2021～2024 年度に北海道ブロックで取り組んできたソーシャルワーク実習の質保

障・向上を目的に取り組んできた内容を説明します。  

13 時 20 分 報告  

実習施設・機関の実習指導者からみた道内におけるソーシャルワーク実習 

・社会福祉士のソーシャルワーク実習の受入施設・機関の実習指導者  

報告者：橋本 恭尚 氏（真栄病院） 

深津 絵理 氏（札幌市厚別区第２地域包括支援センター） 

北村 満広 氏（地域生活支援センターのぞみ） 

・精神保健福祉士のソーシャルワーク実習の受入施設・機関の実習指導者  

報告者：河﨑 康代 氏（さっぽろ香雪病院） 

大坪 卓史 氏（市立釧路総合病院） 

実習指導者から見た道内のソーシャルワーク実習の実施状況について、良い点と  

改善点を含めてご報告いただきます。  

ソーシャルワーク実習で実施率が低い項目に関する実施方法のマニュアル作成ＰＪ 

報告者：プロジェクト担当者 

15 時 00 分 休憩 

15 時 10 分 グループディスカッション  

ブレイクアウトセッションを用いてソーシャルワーク実習・実習指導および実習評

価表に関する質問や意見を集約します（各ブレイクアウトセッションには進行を担当

する養成校教員を１名配置）。 

16 時 00 分 休憩 

16 時 10 分 全体共有 

グループディスカッションの内容を各グループより発表し、全体で共有します。  

北海道ブロックの取り組みの良い点を確認しつつ、要改善点を明確化することで、  

次年度以降の北海道ブロックの方向性を探求します。 

17 時 00 分 閉会挨拶   ソ教連北海道ブロック 副会長 松浦智和（日本医療大学） 

申 込：以下のフォームからお申し込み下さい 

※右の QR コードからもアクセス可能です。 

https://forms.gle/CLnFR1FbQh3fcAYGA 

※上記申し込みフォームでのお申し込みがうまくいかない場合には、 

ソ教連北海道ブロック事務局（日本医療大学：丸山 s-maruyama@jhu.ac.jp） 

まで E-mail にてお申し込みください。なお、メールにてお申し込みをされる場合には、

①氏名、②所属を必ず明記するようにお願いします。 

申込期限：2024 年 12 月 13 日（金）12：00（資料送付はお申込み後となります。） 

https://forms.gle/CLnFR1FbQh3fcAYGA

